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21世 紀 の物理 と夢 、現実 にっ いて

まず私の経歴を紹介しますと、理論系の研究室の修士課程を修了し2年 間大手の電線会社に勤めた後、

今年の4月 に本学の博士課程に入学致しました。修士では物性理論を専攻 していたこともあり、会社で

の配属の際には超伝導線材の研究を強 く希望 しましたが残念ながら希望は叶わず、電線の設計を担当す

ることになりました。設計者とはいわば工場の指令塔でありその業務は、市場の調査、新製品の開発、

電線の性能試験、生産ライソへの指示、電線価格の見積、顧客へのPRと 営業のサポー ト、返送品の調

査、工場内の トラブル処理等多岐にわたっており、電線に関する技術や知識は勿論のこと、市場の動向

や世の中の トレソドにも常に注意を払 う必要があります。このようなエソジニアの仕事から物作 りの本

当の難しさを教えられたのですが、そこでは今まで学んできた物理学の知識自体はあまり役に立たない

ように思えました。こうして物理学から離れるとかえってその魅力に取り付かれとうとう本学の博士課

程に入学することになったのですが、それと同時に現在の物理学と学生達の置かれている現実について

深く考えるようになりました。以下では少々偏見や視野の狭さがあるとは思いますが、物理と夢そして

現実について日頃考えていることを述べさせて頂 きます。

まず、現在は分野を問わず夢を持ちにくい時代とよく言われます。それは現在の競争の激 しさと情報

量の過多という状況に無関係ではないと考えられます。そして物理学に関 して言えば、物理学が年々難

解になってきており専門化が進んでいるという状況がなお夢を持ちにくくしていると言えましょう。そ

れにもましてアカデミックなポス トの絶対的な不足と博士課程修了後の一般企業への就職難という現状

は、現在の学生に直面 している最も深刻な問題となっています。勿論これらの問題は以前から指摘され

ておりますが、残念ながら解決するには至っておらず、む しろより深刻化してきた感 もあります。いず

れにしてもこのような厳 しい現実の中では、なかなか夢を見ることが出来ず、また夢を育てることも難

しいと思えます。

しかし、そ・の一方で物理学は非常に面白くなってきていると言うことも出来ます。例えば、飛躍的な

実験技術の向上による新しい物理現象の出現(メ ゾスコピック系等)、計算機の発達による複雑系等の

研究の進展そして生物や脳研究への物理学の応用などでこれらの新 しい分野は非常に魅力的であり非常

に夢のあるものと思います。また高度の情報化社会は研究者同士のコミュニケーショソを容易にし、よ

り研究'の能率を高めて くれることが期待されます。(同時に高度な情報化社会は、これから思いもしな

いような問題を引き起こす可能性もあります。)そ して将来、より多くの物理現象が発見され、それら

が新しい概念によって統合されていくことが予想され、そこでは夢を持つ若い学生達の活躍が期待され

ます。

現代は、夢が大きい反面、現実の厳しい時代だと思います。そして厳しい現実に追われ大きい夢を持っ
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て いた と して も結 局 、 それ を見 る暇 が ないの か も しれ ませ ん。 しか しや は り夢 は好奇 心 と と もに研 究 に

対 す る大 きな原動 力 で あ り、科 学 の発 展 には是 非 と も必 要 な要素 だ と考 孝 ちれ ますQ:従 って これ か らは、

現実 を見据 えな が ら夢 を育 て るこ とが必要 に な って くる と思 い ます。 つ ま り現実 と夢 とのバ ランスを取

りなが ら、決 して現実 の厳 しさに潰 されず に 、 また現実 を忘 れ夢 しか見 な い ことの ない よ うに研究 を進

め る こ とが 、 これ か ら学生 お よび若 い研究 者 に必 要 にな って くるで し ょう。
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